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青梅市青少年吹奏楽団
第５５回定期演奏会

問　社会教育課

　今年も楽しい演奏をお届けします。

日�時　�１２月１日（日）　

　　　午後１時３０分開演（１時開場）

会�場　プリモホールゆとろぎ大ホール

曲�目　�エル・カミーノ・レアル、アフ

リカンシンフォニー２０２４年

版、レトロ（２０２３年度吹奏

楽コンクール課題曲）　ほか

そ�の他　�駐車場に限りがありますので、

なるべく公共交通機関をご利

用ください。

（８）　　．　　．　　広報おうめ

スポーツ・観光・文化

１５１１６

　１９６５年に結成された混声四部の合唱団です。長く続

いた今年の猛暑の中、団員も指揮者もピアニストも練習

に励みました。すてきな演奏と歌声をお届けします。

日�時　�１１月３０日（土）　午後２時開演（１時３０分開場）

会場　�プリモホールゆとろぎ大ホール

曲�目　�アニーローリー、グリーンスリーブス、にじいろ、

白銀はまねくよ　ほか

指揮　及川　慎氏、吉池陽子氏

ピアノ　藤波結花氏

そ�の他　�駐車場に限りがありますので、なるべく公共交

通機関をご利用ください。

青梅市民合唱団
第５７回定期演奏会

問　秘書広報課交流担当

問　社会教育課 問　秘書広報課交流担当

　青梅市は、昔から林業の盛んな地域として知られ、現在でも市域の６割以上を森林が占めています。

これらの森林のほとんどは植林地や雑木林として利用されてきたため、原生林と呼べる場所はほと

んど残っていません。環境省が作成した植生図（地上に生育している植物集団を分類して地図化し

たもの）では、市内で「自然植生」＝原生林がまとまって残っているのは御岳山、奥の院（男
お ぐ な

具那

ノ峰）、そして高水山に限られます（「第６〜７回 自然環境保全基礎調査」より）。いずれも、信仰

の対象や宗教行事の場所として森林を保護してきた歴史がある場所です。

　高水山はスギ・ヒノキなどの植林地が多く、高水山山頂の北側斜面の一角にだけ原生林が残って

おり、ブナ・ミズナラ・イヌシデなどの大
た い け い ぼ く

径木が生育する落葉広葉樹林となっています。こうした

原生林の様子は、高水山の常福院から岩茸石山への登山道沿いで観察することができます。秋には

イタヤカエデやヒナウチワカエデ、アオハダなどの黄葉も楽しめます。

　高水山はきちんとした登山の準備が必要ですが、青梅市の貴重な原生林を日帰りで歩くことがで

きるコースです。

高水山の原生林
文化財保護指導員　御手洗　望　

問　郷土博物館☎２３－６８５９

青梅市の文化遺産９５

高水山の原生林

　青梅市とドイツ・ボッパルト市は、昭和４０年に姉妹都市提携を結び、令和７年に６０周年を迎えます。これを記念し、ボッパルト市からの

親善使節団が５月に来青します。この滞在期間中、使節団員の宿泊を引き受け、日常生活を通じて交流するご家庭を募集します。

２０２５年５月ボッパルト市から親善使節団がやってくる！

ホームステイ先募集

ボッパルト市の４名

青梅市を満喫

　ボッパルト市から成人親善使節団が１０

月８日（火）～１２日（土）に来青しました。

　滞在中は、市内でホームステイをし、市

内にいる友人との再会を喜び、また日本文

化・歴史が感じられる体験をしました。

受け入れ期間　５月１７日（土）～２５日（日）

※飛行機の発着状況により、数日前後する可能性あり。

ホームステイ先の条件　次のすべてに該当する家庭

▽全日程受け入れが可能であること。

▽団員の朝夕の送迎が可能であること。

▽団員を家族の一員として迎え、必要な日常の生活費を負担できること。

▽団員の部屋を用意できること（※同性・同世代の場合は同室も可）

※�原則、１家庭あたり 1 人の受け入れです。夫婦で団員となっている

場合は２人の受け入れをお願いします。

受け入れ人数　成人４０人程度

申し込み　１月６日（消印）までに専用フォーム

　　　　　（右記２次元コード）から

※�専用フォームから申し込みができない方は、秘書広報課（市役所４階）

または各市民センターで配布する「青梅市ホームステイ受入ボラン

ティア申込書」（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を

記入し、直接または郵送で秘書広報課交流担当へ

※�結果は後日通知しますが、ご要望に添えない場合もありますのでご

了承ください。

ホームページ https://www.city.ome.tokyo.jp/


